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第１ 若年教員研修 1年目（初任者研修）の目的・内容・実施方法 
 

１ 目的 
若年教員研修 1 年目（初任者研修）（以下「初任者研修」という。）は、教育公務員特例法第２３条

の規定に基づき、新規採用教員（以下「初任者」という。）に対して、現職研修の一環として１年間の

研修を実施し、実践的指導力と使命感を養うとともに幅広い知見を得させることを目的とする。 

 

２ 内容 
初任者は、令和７年度において次のとおり校内における研修及び校外における研修を受ける。 

(1) 校内における研修（７２～１３０時間） 

  ア 一般研修                              18 ～ 40時間（年間 18回以上 25回以内） 

  イ 授業研修                              54 ～ 90時間（年間 18回以上 25回以内） 

   

(2) 校外における研修（１０又は１１日） 

  ア 県教育センター等の研修                                          ６日 

  イ 各教育事務所における研修                                        ４又は５日 

 

 

３  実施方法 
(1) 校内における研修の内容、方法 

① 一般研修 

一般研修は、教員の一般的な職務遂行に必要な内容について、指導教員等が初任者に、口頭指導、

観察指導、作業指導、作業点検等の指導を行う。 

   なお、年間３回以上を原則として合同研修会として実施する。（単一校を除く） 

② 授業研修 

   授業研修は、授業の進め方について、指導教員等が初任者に、観察指導、研究授業指導、示範授

業、授業参観指導、作業指導、作業点検等の指導を行う。 

【研究授業指導の内容】 

年間少なくとも３回授業を公開し、指導を受ける。 

・ 教科の学習指導       １回 

・ 道徳科の学習指導          １回 

・ 学級活動の学習指導         １回 

このうち、1 回については、指導主事による直接指導を受けることを原則とする。 

 

③ 合同研修会 

   合同研修会とは、一般研修を効果的・効率的に行うことを目的として、３人の指導教員（拠点校・

兼務校）が４人の初任者に指導を行う研修形態である。当該研修は、２時間又は１時間を１回分と

してカウントし、拠点校に集合又はオンラインにより実施する。また、長期休業中に複数回分を集

中して計画することもできる。 
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④  週時程における研修の実施例 

研修を実施する週時程は、下記の例を参考に、各学校の実態に応じて作成する。 

下の表は、拠点校指導教員が、小学校１人配置の兼務校に火曜日の午前中に４時間訪問し指導

を行う場合を想定した初任者の週時程の例である。この場合、拠点校指導教員は、１・２校時に

教材研究等の事前準備や兼務校との打合せ等を行うものとする。 

表 「週時程の例」  

■週時程における記号について 

◎「ア」は一般研修 （１又は２時間） 

・ 合同研修会（年間３回以上）も 

この時間に実施することを原則とする。 

ただし、長期休業中に実施の場合はこれに 

よらない。 

 

◎「イ」は授業研修 （３又は４時間） 

  ・ □イは初任者の研究授業及び観察指導、 

指導教員の示範授業、授業参観指導のいずれ    

   かの授業研修（１時間） 

・ ■イは授業に対する反省及び協議、指導教   

  員の事後指導の授業研修（１時間） 

  ・ イは、作業指導、作業点検等の授業研修 

（１～２時間） 

 

 

 

 

◎「Ａ」は校外研修 (月１回程度) 

                       ・ 校外研修は、１日又は半日とする。 

               

◎「校」は校内の教員による後補充 

「講」は非常勤講師による後補充 

「×」は負担軽減の時間 

                     

※計画書（様式２－２）作成の際、週時程は一般研修１

又は２時間、授業研修３又は４時間（週当たりの最大時

間数）で計画すること。 

 

 
月 火 水 木 金 

１ 道 ○ ○ ○ ○ 

２ ○ ○ ○ ○ ○ 

３ ○ □イ ○ イ講 ○ 

４ ○ ■イ校 ×講 (イ講 ) ○ 

５ ア講 ○ Ａ講 学 ○ 

６ (ア講 ) ○ Ａ講   

放課後      

    

⑤ 研修の指導方法について 

口頭指導 
校長、副校長・教頭、指導教員、教科指導員又は指導教員以外の教員が、資料等

を使い、初任者に対して説明したり話し合ったりして指導する。 

観察指導 
初任者が行う授業や日常指導（掃除、朝・帰りの会、給食、休み時間等）の様子

を指導教員が観察し、観察記録を基に指導・助言を行う。 

作業指導 
学級経営案、学習指導案、成績処理等の作成の時間を確保し、指導教員が指導・

助言を行う。 

作業点検 
初任者が作成した学級経営案、学習指導案、成績処理等について、指導教員が指

導・助言を行う。 

研究授業指導  （「②授業研修」を参照） 

示範授業 
指導教員または教科指導員が少なくとも年間２回、指導案に基づいた授業を公

開し初任者が参観する。事後は初任者と指導教員で授業研究を行う。 

授業参観指導 
校内の指導教員以外の教員の授業を参観し、事後は授業者を交えて授業研究を

行う。 

■ 初任者の負担を考慮し、放課後の研修は 

 週１回以内とする。 

■ 小学校の週当たりの授業時間数は、23時間 

 を上限とする。なお、道徳科、外国語活動  

または外国語科、総合的な学習の時間、 

学級活動を含む。 

■ 中学校の週当たりの授業時数は、20時間 

を上限とする。なお、総合的な学習の時間 

は含むが、道徳科、学級活動の時間は含ま 

ない。 
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⑥ 年間研修計画（小学校の例） 

 校内における研修 

月 
一 般 研 修 授 業 研 修 

研修項目 指導方法 研修項目 指導方法 

 ４ 
 
 

① 
② 
③ 
④ 

 初任者研修で身に付ける資質・能力 
年度当初の学級事務 

 週案の作成 
 教室環境の整備、保護者会､家庭訪問 

口頭 
作業 
口頭 
口頭 

 ① 
 ② 
 

国語科の指導法 
 体育科の指導法 
 

示範授業 
作業・観察 
 

 ５ 
 
 
 

⑤ 
⑥ 
⑦ 
⑧ 

 福岡県学校教育振興プラン 
人権教育 

 健康教育、給食指導 
 学級経営案の作成 

口頭 
口頭 
観察 
作業 

 ③ 
 ④ 
 ⑤ 
 

 算数科の指導法 
 学習指導の基礎技術 
 図画工作科の指導法 
 

作業・観察 
作業・観察 
作業・観察 
 

 ６ 
 
 

⑨ 
⑩ 
⑪ 
⑱ 

 いじめの防止・早期発見・早期対応 
特別支援教育 

 基本的生活習慣の形成 
 教育の情報化（プログラミング教育） 

口頭 
口頭 
観察 
口頭 

 ⑥ 
 ⑦ 
 ⑧ 

 授業の進め方 
 効果的な発問・板書 
 研究授業(1)「（教科等）」 

授業参観・作業 

授業参観・作業 

研究授業 

 ７ 
 

⑫ 
⑬ 

 評価と評定 
 夏季休業中の生活指導 

口頭 
口頭 

 ⑨ 
 

 社会科の指導法 
 

作業・観察 
 

 ８  ※ 合同研修会として実施することもで
きる。 

    

 ９ 
 
 

⑭ 
⑮ 

 学校行事の指導 
図書館教育 

観察 
口頭 

 ⑩ 
 ⑪ 

 家庭科の指導法 
 生活科・総合的な学習の時間の指導法  

授業参観・作業 

作業・観察 
  10 

 
⑯ 
 
 実態把握と生徒指導 
 
 

観察 
 
 

 ⑫ 
 ⑬ 
 ⑭ 

  外国語科・外国語活動の指導法 
 道徳科の指導法 
 研究授業(2) 「（教科等）」 

作業・観察 
示範授業 
研究授業 

 11 
 

     ⑮ 
 ⑯ 

 音楽科の指導法 
 研究授業(3) 「（教科等）」 

授業参観・作業 

研究授業 

 12     ⑰  学級活動の指導法 作業・観察 

 １      ⑱  理科の指導法 作業・観察 

 ２ ⑰  年度末学級事務 作業点検      

 ３       

※ 一般研修及び授業研修の①～⑱の研修項目は共通であり、各学校とも必ず指導すること。また、①～⑱の
名称は上記の研修項目名をリストから選択入力すること。（〇番号）ただし、授業研修について、担当する学
年によって初任者が授業を実施できない教科等については、□イ及び■イの指導方法を柔軟に取り扱う
ことができる。 

※ 計画書（２－１）及び報告書（３－１）には、研修項目とともに①～⑱の研修項目番号及び研修時数も記すこと。
また、研究授業(1)～(3)については、必ず教科等の名称を記すこと。 
（例：⑭研究授業(2)「道徳科」、⑯研究授業(3)「音楽科」） 

※ 夏季休業以降の一般研修は、初任者一人一人の課題に応じた研修計画の見直しと研修項目の精選・重点
化を図り、固定的な計画にならないよう留意すること。 

※ ①～⑱の研修項目以外に新たに追加したり、同一の研修項目を２回以上に分けて指導したりする場合は初
任者の状況等から校長が決定すること。 

※ 同一の研修項目を２回以上に分けて指導する場合は「授業の進め方(1)」「授業の進め方(2)」のように記入
すること。 

※ 一般研修については、校内での研修とは別に、合同研修会として年間３回以上を集合又はオンラインにより
実施すること。研修項目については、本冊子 P1「３(1)③合同研修会」を参照すること。 
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(2) 校外における研修（１０又は１１日）の内容、方法 

①  県教育センター等における研修（６日） 

    県教育センター及び県体育研究所で作成する実施計画に基づき、講演、講話、演習、実習、実

践発表、協議等による研修を行う。 

② 各教育事務所における研修（４又は５日） 

     各教育事務所で作成する実施計画に基づき、下記に示す研修を行う。 

 

【内訳】 

  ア 授業研修     合計２又は３日 

    ・ 教科の学習指導                    管内の初任者配置校を会場として 

    ・ 道徳科の学習指導             代表者による公開授業と授業を基 

    ・ 学級活動の学習指導              にした協議等を行う。 

 

  イ 一般研修          １日 

       開講式、教員としての心構え、服務等の研修を実施 

 

  ウ 閉講式            １日 

    初任者全員と校長、指導教員等が参加し、体験発表、研究発表、講演会等を含む閉講

式を年度末に実施 

 

○ オンデマンド研修の実施については、基本研修計画書等を参照し、計画的に、在籍校で所属長

が勤務時間内に設定した研修時間と場所で行うこと。また、研修動画は指導教員も視聴し、研

修内容を合わせるようにすること。 

 

○ 校外研修終了後、速やかに研修内容を校長に復命すること。 

 

４ 指導教員等 
(1) 拠点校指導教員 

○ 拠点校指導教員は、２人以上配置校（拠点校）の教諭、退職教諭又は講師の中から選ばれ、初

任者の指導を専門に行う指導教員である。拠点校指導教員は、当該学校の初任者と兼務校の初任

者に対して指導及び助言を行う。 

(2) 兼務校指導教員、教科指導員 

○ 兼務校指導教員は、１人配置校（兼務校）の主幹教諭、指導教諭、教諭又は講師の中から選ば

れ、当該学校の初任者の指導に当たる。 

○ 教科指導員は、中学校において、初任者と指導教員（拠点校指導教員・兼務校指導教員）の免

許教科が異なる場合に、当該学校または近隣の学校の副校長・教頭、主幹教諭、指導教諭、教諭

又は講師（初任者と同教科）の中から選ばれ、教科に係る指導及び助言を行う。 

(3) 指導教員以外の教員 

○ 指導教員以外の教員は、指導教員と連携し、初任者の指導及び助言を行う。 

 

５ 文書の提出 
  初任者は、指導教員の指示に従って、次の文書を所定の様式により作成・提出する。 

① 各種年間研修報告書 

② 若年教員研修１年目（初任者研修）日誌（初任者用） 
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第２ 研修の進め方 

 
１ 研修に取り組む心構えについて 

(1) 経験の有無にかかわらず、指導教員をはじめ多くの方々から謙虚に学ぶ姿勢で取り組むこと。 

(2)  研修効果が上がるように、研修の場では積極的な姿勢で取り組むこと。 

(3)  研修の成果を、日常の指導に反映させるよう心がけること。 

(4)  初任者研修や日常の業務等に関して課題や悩みがある場合は、校長、副校長・教頭、指導教員等

に遠慮せず相談し、早期に解決を図ること。 

 

２ 授業研修・一般研修について 
(1) 教材研究や指導案作成をはじめ研修に際しては、小・中学校学習指導要領及び小・中学校学習指

導要領解説（総則、各教科等編）を精読し、その目標及び内容に従って進めること。 

(2) 上記の他、研修を進めるに当たっては、「若い教師のための教育実践の手引」（福岡県教育委員

会）及び次に示す資料を参考にすること。 

項目 手引、指導資料等 名 作成年月 

学校経営 

・学校の自己評価の手引（小・中学校編） 

・学校改善を目指す学校評価 

・「学校評価ガイドライン」ハンドブック 

・福岡県版学校評価資料－学校関係者評価の実施に向けて－ 

・学校が元気になる！ 福岡県の学校評価 

・はじめよう OJT ～授業力の向上をめざして～ 

・福岡県学校教育振興プラン 

・鍛ほめ福岡メソッド実践の手引き 

・活力ある学校運営の手引（平成３１年度改訂） 

・福岡県小中一貫教育の手引 

平成 15 年 1 月 

平成 16 年 2 月 

平成 19 年 3 月 

平成 20 年 3 月 

平成 21 年 3 月 

平成 23 年 2 月 

令和 4 年 3 月 

平成 30 年 3 月 

平成 31 年 3 月 

平成 31 年 3 月 

教育課程 

・「総合的な学習の時間」のＰＤＳ（小・中・高等学校用） 

・「小・中・高等学校における総合的な学習の時間」 

・自己の生き方を考え続ける総合的な学習の時間の在り方 

・学びをつくり出すキャリア教育 

・学びをつくり出すキャリア教育Ⅱ 

・小学校集団宿泊活動の手引 ふくおかモデル 

平成 14 年 2 月 

平成 16 年 3 月 

平成 18 年 3 月 

平成 21 年 3 月 

平成 22 年 3 月 

平成 23 年 3 月  

指導方法 

工夫改善 

・基礎基本を含む活用力を育成する教材集～未来への挑戦～小４～小６〔改訂版〕 

・基礎基本を含む活用力を育成する教材集～未来への挑戦～中１～中３〔改訂版〕  

・基礎基本を含む活用力を育成する教材集～未来への挑戦～追補版小５・６〔改訂版〕  

・基礎基本を含む活用力を育成する教材集～未来への挑戦～追補版中１～３〔改訂版〕  

・基礎基本を含む活用力を育成する教材集～未来への挑戦～追補版小４〔改訂版〕  

・基礎基本を含む活用力を育成する教材集～未来への挑戦～活用の手引  

・小学校理科授業づくりの７つのポイント 

・中学校理科授業づくりの７つのポイント 

・全国学力調査問題を活用した授業改善のための指導資料 

・思考力・判断力・表現力を問う定期考査問題 

・福岡県立高校入試を活用した授業改善・学習資料～未来への架け橋～  

・学習到達度診断シート～未来への一歩～ 

・学習到達度診断シートその２(Vol.2)～未来への一歩～ 

・学習支援動画コンテンツ「Step to the Future～10 分の学び（テン

スタ）～（算数・数学編）」 

・学習支援動画コンテンツ「Step to the Future～10 分の学び（テン

スタ）～（外国語編）」 

・授業チェックリスト、授業評価アンケート 

・外国語（英語）関連資料 

・授業改善のための動画シリーズ「授業をアップデート!!」 

・「学習者用コンテンツ」の活用による個別最適な学びの充実 

令和 2 年 3 月 

令和 3 年 3 月 

令和 6 年 3 月 

令和 7 年 3 月 

令和 6 年 3 月 

令和 5 年 1 月 

令和 5 年 1 月 

平成 21 年 3 月 

令和 7 年 9 月  

令和 8 年 2 月 

令和 7 年 10 月 

令和 2 年 3 月 

令和 2 年 5 月 

令和 2 年 5 月 

 

令和 2 年 5 月 

 

令和 5 年 5 月 

令和 5 年 9 月 

令和 6 年 9 月 

令和 6 年 9 月 

道徳教育 ・道徳副読本「ふくおか郷土資料」 平成 23 年 3 月 
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・道徳教育実践ハンドブック vol.2 

・命の教育推進資料「いのちのかたち」授業づくり例 

・GIGA ワークブックふくおか 

平成 30 年 3 月 

令和 2 年 12 月 

令和 5 年 3 月 

生徒指導 

・児童生徒への懲戒・出席停止の在り方についてＱ＆Ａ 

・「子どもが安心して学ぶ学校へ」 

-小学校版・生徒指導ストラテジーの提案- 

・学校を休みがちな児童への支援―実践事例集― 

・体罰によらない指導の手引 

・不登校中学生の学校復帰支援の手引 

・福岡県いじめ防止基本方針（改定） 

・「不登校の未然防止・早期対応５つの視点」リーフレット 

・いじめの未然防止・早期発見・早期対応の手引【改訂版】 

・学校の教育相談体制の充実を図る専門スタッフの効果的な連携・協

働Ｑ＆Ａ 

・学校問題解決！対応ガイドブックⅢ 

・福岡県いじめ問題総合対策（改訂版） 

・義務教育段階の不登校児童生徒が公的機関や民間施設において指

導・相談を受けている場合の指導要録上の出欠の取扱いを判断する

際の手引 

・福岡県不登校児童生徒支援グランドデザイン（第２版） 

・福岡県における地域クラブ活動の推進に向けたガイドライン 

 （ガイドライン対象期間 令和８年度～令和 10 年度） 

平成 18 年 3 月 

平成 25 年 2 月 

 

平成 25 年 3 月 

平成 25 年 8 月 

平成 26 年 3 月 

平成 30 年 2 月 

令和 3 年 1 月 

令和 3 年 3 月 

令和 4 年 3 月 

 

令和 6 年 12 月 

令和 7 年 3 月 

令和 7 年 11 月 

 

 

令和 8 年 2 月 

令和 8 年 3 月 

図書館教育 
・子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画 

・福岡県子ども読書推進計画（第四次） 

令和 5 年 3 月 

令和 5 年 12 月 

国際理解教育 ・学校教育における在日外国人の人権に関する指導上の指針 平成 10 年 12 月 

男女平等教育 ・男女共同参画教育指導の手引 平成 31 年 3 月 

体育科教育 

・「確かな学力」を育む体育学習の指導 

・「運動部活動活性化モデル事業」実践研究報告書 

・子どもの「体力向上」を図る教育活動の考え方・進め方 

・「動ける体」つくりにつながるすぐ使える“運動遊び”３１選 

  －幼児・児童の「体力向上」を図る“日常的な運動遊び”を求めて－ 

・ふくおか発！ 体力向上のすすめ 

・小・中・高１２年間の内容の系統を重視した体育の年間指導計画 

 福岡プラン 

・「中・高等学校における武道指導実践事業」報告書 

・中学校における武道等指導実践モデル事業事例報告集 

・「体育的学力」を育む授業づくり 

・体力アップ福岡モデル 

・「運動」を通した鍛ほめプロジェクト実践報告書 

・全ての子供を運動好きにする体育の授業づくりリーフレット 

・オリンピック・パラリンピック教育実践事例集 

・共生を基盤とした体育の授業づくり 

平成 17 年 3 月 

平成 17 年 3 月 

平成 19 年 3 月 

平成 20 年 3 月 

 

平成 21 年 3 月 

平成 22 年 3 月 

 

平成 22 年 3 月 

平成 23 年 3 月 

平成 25 年 3 月 

平成 27 年 3 月 

令和 2 年 3 月 

令和 2 年 7 月 

令和 3 年 3 月 

令和 5 年 3 月 

健康教育 

・指導に役立つ薬物等乱用防止教育実践事例集 

・指導に役立つ薬物等乱用防止学習プログラム 

・学校及び市町村における安全対策の取組事例集 

・見つめよう養護教諭の職務 新たな役割 健康相談活動 

・性教育の実践調査研究事業報告書 

・喫煙・飲酒・薬物に関する意識調査報告書 

・小学校における薬物乱用防止教育実践モデル事業実践事例集 

・学校給食ハンドブック－管理運営編－（令和 2 年度改訂版） 

・教師用指導資料防災教育「地震」 

・福岡県がん教育推進事業実践事例集 

・実践的防災教育総合支援事業実践事例集 

・飲酒運転防止に関する指導の手引き【改訂版】 

・学校におけるがん教育を推進するためのＱ＆Ａ集 

平成 13 年 3 月 

平成 13 年 3 月 

平成 16 年 6 月 

平成 16 年 12 月 

平成 18 年 3 月 

平成 18 年 3 月 

平成 19 年 3 月 

令和 3 年 3 月 

平成 29 年 1 月 

平成 29 年 2 月 

平成 30 年 2 月 

平成 30 年 2 月 

平成 30 年 2 月 
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・福岡県がん教育指導資料集 

・性に関する指導資料―性に関する指導の考え方― 

・学校安全総合支援事業実践事例集 

令和 2 年 2 月 

令和 4 年 3 月 

令和年 3 月 

人権教育 

・同和教育副読本「かがやき」活用事例集（小学校編） 

・同和教育副読本「かがやき」活用事例集（中学校編） 

・同和教育副読本「かがやき」活用事例集（高等学校編） 

・人権教育学習教材集「あおぞら」 

・人権教育学習教材集「あおぞら２」 

・福岡県人権教育推進プラン／人権教育指導者用手引き 

・人権教育指導者用手引きⅡ 

・人権教育資料Ⅲ（人権教育を通じて育てたい資質・能力を位置付け

た教科等の授業づくり） 

・人権教育パンフレット（目標・法律・条例編） 

・人権教育研修会資料集 

・人権教育資料Ⅳ（個別の人権課題に関する人権教育指導者用手引き）  

・人権教育資料Ⅴ（人権教育を基盤にした効果のある学校を実現するために） 

・人権教育は今 

 

・KARAFULL 

平成 12 年 3 月 

平成 14 年 3 月 

平成 15 年 3 月 

平成 20 年 4 月 

平成 30 年 3 月 

平成 21 年 3 月 

平成 24 年 3 月 

平成 27 年 3 月 

 

平成 31 年 3 月 

令和 4 年 4 月 

令和 6 年 3 月 

令和 6 年 3 月 

毎年度発行 

（平成 28 年度まで） 

毎年度発行 

（平成 29 年度から） 

特別支援教育 

・はじめよう学習障害（ＬＤ）児への支援 

・はじめようＡＤＨＤの子どもへの支援 

・初めて特別支援教育に携わる先生のための手引 

・はじめよう！自閉症の子どもへの支援 

・すすめよう！自閉症の子どもへの支援 

・これならできる！「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」 

 作成ハンドブック 

・ふくおか就学サポートノート 

・小・中学校特別支援学級 自立活動の指導の手引 

・通級による指導ハンドブック～通級担当の１年間～ 

・居住地校交流実施の手引［改訂版］ 

・通常の学級におけるユニバーサルデザインの視点を生かした 

授業づくり 

・インクルーシブ教育システムの構築に向けた特別支援教育の充実 

 ～合理的配慮提供の７steps～ 

・特別支援教育コーディネーターガイド 

・特別支援学級・通級による指導 教育課程編成の手引（改訂版） 

・インクルーシブ教育システムの構築に向けた通常の学級における学 

びを支える方途 ～小中高学びを支える３つの要素～ 

・特別支援学校学習指導要領活用の手引 

・福岡県特別支援教育推進プラン（第２期） 

・障がいのある子どもの教育支援と就学事務の手引（令和４年度改定版）  

・特別支援教育推進ガイド（改訂版） 

・福岡県の特別支援教育 

平成 14 年 1 月 

平成 15 年 3 月 

平成 16 年 3 月 

平成 18 年 3 月 

平成 20 年 3 月 

平成 23 年 2 月 

 

平成 23 年 12 月 

平成 24 年 2 月 

平成 26 年 3 月 

平成 28 年 3 月 

平成 27 年 3 月 

 

平成 29 年 3 月 

 

平成 30 年 10 月 

平成 31 年 3 月 

平成 31 年 3 月 

 

令和 2 年 11 月 

令和 4 年 4 月 

令和 4 年 4 月 

令和 6 年 2 月 

毎年度発行 

研修 
・実践的指導力を高める初任者ハンドブック 

・外国人児童生徒受入れの手引（改訂版） 

平成 30 年度版

令和元年 3 月 

教育の情報化 

ICT 活用 

・学校における働き方改革の進め方 ICT 活用編 

・福岡県学校教育 ICT 活用推進方針（小・中学校版） 

令和 4 年 3 月 

令和 4 年 3 月 
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第３ 教師の一日 
１ 出勤 

 

 

 
 

○ 学校に着くまでの所要時間を考えて、安全に通勤するよう心がけます。特に、前日に飲酒の機会

があった場合には、体内のアルコール残量状況をチェックするとともに、公共の交通機関等を利用

するなど、細心の注意を払います。 

 

○ その日の仕事の予定や自分の分担を確認し、円滑に仕事を進めることができるように、ゆとりを

もって出勤します。 

 

○ 学校に着いたら、まず、出勤処理（タイムカードや校務支援システム等）をします。出勤処理は

出勤の証明であるとともに、「今日も仕事に励むぞ。」と、心を新たにする契機とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 出勤後の確認等を終えたら、教室に入り、児童生徒の登校の状況を把握します。顔を見ておくと、

児童生徒の気持ちに応じた的確な指導ができます。 

 

○ 誰に対しても、気持ちのよいあいさつを心がけます。  

 

○ できるだけ、一人一人の児童生徒に言葉をかけるようにします。 

 

○ 言葉を交わしたり、表情を観察したりして、朝の児童生徒の様子を的確に把握します。 

 

○ わずかな時間でも教室へ行くことで、児童生徒にも安心感が生まれます。 

 

 

 

 

 

 

毎日、出勤時に出勤処理をします 

休んだり遅れたりするときは、必ず届を出します 
 

※ 事前にわかっている場合には、前日までに、休暇（年次休暇）届を出します。

特別休暇を取る場合は、校長に承認を求めなければなりません。病気休暇は、医

師の診断書等をもとに、校長に承認を求めなければなりません。 

※ 急な病気等で休んだり遅れたりするときは、まず、管理職に電話で連絡しま   

 す。そして、出勤したらすぐに届を出します。 

朝の明るい出会いを大切にします 
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２ 職員朝会 
 

 

 

 

○ 連絡事項を確実に聞き、適切に処理するために、メモを取る習慣を身に付けます。児童生徒に連

絡する必要がある内容は、全員に徹底するように工夫します。 

 

○ 日程、行事、連絡用黒板等を常にチェックし、仕事の内容で分からない点は質問して、早めに確

認しておきます。 

 

○ 行事予定や時間割が急に変更になる場合があります。正確に児童生徒に伝えるとともに、それに

伴う対応を適切に行います。 

 

 

 

３ 朝の会（朝の話合いの時間） 
 

 

 

 

○ 始業の前に教室に入るようにします。  

 

○ 出席・欠席の確認をします。遅刻・欠席の連絡がなく不在の児童生徒がいる場合には、必ず保護

者に確認をとります。 

 

○ 出欠の確認とあわせて健康観察をします。朝の健康観察は身体的な面に加えて精神的な面につい

ても十分配慮し、気になることや確認を必要とすることがある場合には、必要に応じて管理職への

報告や養護教諭への相談、家庭への連絡を行います。 

 

○ 長期の欠席者に対しては、校長の指導の下、副校長、教頭、主幹教諭、学年主任、養護教諭等に

相談し、指導助言を受けながら適切に対応します。 

 

○ １日のめあて等を決めて、目的を持って一日を過ごすことができるようにします。めあての内容

については、具体的で取り組みやすいことを考えさせるようにし、決め方についても指導します。 

 

○ 連絡事項は的確に伝えます。また、児童会・生徒会や学級の各係からの報告・発表・連絡などに

ついても注意を払い、必要に応じて適切なアドバイスをします。 

職員朝会がある場合には、メモを取りながら聞きます 

学校生活を気持ちよくスタートできるような会にします 
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４ 授業 
 

 

 

 

○ ５分前行動を心がけ、余裕をもって授業に臨みます。 

 

○ 児童生徒の学習に向かう意識を高めるよう、元気よくあいさつをします。 

       

○ 毎時間、出席者の確認を行い、異常があれば、すぐに対応します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 明るくはつらつとした声で、教室の後ろまで通るように話すよう心がけます。ただ大声で話せば

よいというものではありません。内容にふさわしい雰囲気をつくって、声を大きくしたり小さくし

たりするようにします。 

 

○ できるだけ具体物を使ったり、例を挙げたりするとともに、発達段階に応じた言葉を選んで、正

しい言葉遣いで話します。 

 

○ 話すときは、全体の反応を確かめながら話します。もし反応がよくなければ、速さを変えたり、

繰り返したり、あるいは間をとったりしながら話すことも大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

○ うなずきながら最後まで真剣に聞くようにします。 

 

○ 内容とともに、意欲や態度のよいところやがんばったところをほめ、不十分なところがあれば、

温かく励ますようにします。 

 

○ 全員が友だちの発言を大切にするように、聞き方の指導をします。 

 

授業の開始・終了時刻を厳守します 

緊急時の連絡体制 
 

 

 

 

 

 

 

 

学校長 

（副校長・教頭） 

保護者 

保健主事 

養護教諭 

学級担任 

教科担任 

校

医

等 

わかりやすいことばで、誰にでもわかるように話します 

児童生徒の発言は、最後までしっかり聞きます 
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５ 給食・昼食 

 

 

 
○ 身の回りを清潔に整えて準備するよう指導します。 

 

○ 児童生徒が役割分担を意識し、効率よく準備するよう指導します。 

 

○ 個人差を考慮して給食の量等の調整をするとともに、食物アレルギーのある児童生徒に対しての

配慮を行います。 

 

○ いっしょに食事をしたり、食事の様子をよく観察したりして、児童生徒理解に努めるとともに、

適切な称賛や指導を行います。 

 

○ 必要な食事の時間を確保し、終了時刻を超えて食事をすることがないように指導します。 

 

○ すべての片付けを確認して給食・昼食時間を終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 休み時間 
 

 

 

 

○ 終了時刻を厳守して授業を行います。教師の一方的な都合による授業の延長は、児童生徒の学習

意欲を減退させます。 

 

○ 前の授業の教材・教具の片付けは、能率よく済ませるようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食・昼食時間も指導の時間です 

食事の場としてふさわしい環境を整えましょう 
・ 室内の整頓や換気 

・ 清潔な食卓づくり（机を台ふきんで拭くなど） 

・ 正しい手洗い 

      ・ 清潔な身じたく 

・ 楽しい雰囲気づくり 

休み時間を保障するとともに、有効に活用します 

業間休みの活用 
※ 遊び等を通して、授業中とは違った児童生徒のよさや能力等に気付くことがあ

ります。 

※ 業間体育を行うなど、学校全体で休み時間の使い方を工夫し、児童生徒同士の

仲間づくりや体力の向上等を目指す活動を行う学校もあります。 

※ 家庭への連絡や他の教員との調整等を行う場合は、余裕をもって行います。 
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７ 清掃時間 
 

 

 

 

○ 学校は、児童生徒にとって昼間の生活の中心となる場です。清掃指導を通して、みんなで使う場

所をみんなできれいにするという公共心や、一生懸命働く喜び、清潔な環境で生活する清々しさを

味わうことができるようにします。 

 

○ 清掃の開始時刻・終了時刻を厳守します。 

 

○ 清掃の必要性や仕方を理解させることが大切です。児童生徒が進んで掃除に取り組めるように、

場所に応じた清掃の仕方を表示する等の工夫をします。特に、小学校の低学年については、きめ細

かく指導することが大切です。 

 

○ 一人一人の役割を意識させ、協力して、効率よく掃除をするよう指導します。 

 

○ いっしょに清掃に取り組みながら、児童生徒の様子をよく観察し、授業中とは違ったよさの発見

に努めるとともに、改善すべきことについては機を逃さずに指導します。 

 

○ 清掃時間内に、掃除道具の後片付けもきちんとできるように指導します。 

 

○ 片付けがしやすいように掃除道具入れの工夫をします。掃除道具の数や置き場所等を表示してお

くと、道具を大切に取り扱おうとする気持ちが生まれてきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒とともに清掃に取り組みます 

毎日の清掃時間にチェックを！ 
 

□ 掲示物、提示物等が乱れていませんか。 

□ 教材・教具が整理されていますか。 

□ 教室や廊下などに危険な箇所はありませんか。 
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８ 帰りの会（帰りの話し合いの時間）、下校指導 

 

 

 
○ 朝の会で決めためあてにそって１日の生活をふりかえり、よかった点や改善点等について話し合

うようにします。課題や反省をあげる際には、個人的な攻撃に陥らないように配慮します。  

 

○ 連絡については、メモを取りながら聞く習慣づけをします。 

 

○ 単に連絡や注意をするだけでなく、学級や個人としてよかったことや進歩した点を評価し、翌日

の生活に向けての意欲を高めるようにします。 

 

 

 

 

 

 

○ 教室内の整理・整頓や戸締まりについては、係や当番の児童生徒で分担して役割として行わせる

場合でも、担任が責任をもって最後に確認します。校外での研修等のために担任が不在になる場合

は、後補充の教員や同学年の教員に最終確認を依頼しておきます。 

 

 

○ 出席簿や成績表など、公簿や個人情報が記載されている重要書類は、職員室へ持ち帰るようにし

ます。 

 

 

 

 

 

 

○ 帰りの会が終わったら、教室を出ていく児童生徒を見送ります。残っている児童生徒と話したり

すると、学習中には見えない姿や心が見えてくることがあります。また、普段、自分からは教師に

話しかけてこない児童生徒とのコミュニケーションを深めるよい機会でもあります。 

 

○ 緊急事態の発生や指導の必要性から、児童生徒の下校が通常より遅くなる場合には、校長・副校

長・教頭に報告するとともに、必ず保護者に連絡します。 

 

９ 放課後 
 

 

 

 

○ 集合時間に遅れることは、他の参加者の時間を浪費することと同じです。定刻５分前には着席す

るようにします。 

 

○ 発言は簡潔に、人の発言はメモを取りながら聞くようにします。 

 

○ 会議の内容は、自分だけの判断で不用意に児童生徒や部外者に漏らしてはいけません。 

 

 

 

 

 

 

好ましい雰囲気の中で１日のまとめを行うようにします 

教室内を整理整頓し、戸締りを確認します 

やさしい笑顔で児童生徒を見送りましょう 

研修会や会議では、開始５分前の着席を心掛けます 
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  ＜指導のポイント＞ 

○ 学年を超えた集団内であることを踏まえ、リーダーを中心に、目標、活動計画づくりや実際の活

動等、できるだけ自主的に取り組むよう指導します。 

 

○ 先輩と後輩の関係が、極端な上下関係にならないように指導します。 

 

○ 活動状況を常に把握し、休みがちな児童生徒に対しては適切な助言や指導をします。 

 

 ＜留意事項＞ 

 ○ 体罰を伴う指導は厳禁です。 

 

○ 用具、器具などを使用する場合、安全面には特に気を配ります。 

 

○ 児童生徒の体調に気を付け、適切な休養日や活動時間の設定など、無理な活動にならないように

します。 

 

○ 校外での調査活動や対外試合等に児童生徒を引率する場合は、保護者の承諾の下、事前に、行先、

日程、活動内容、交通手段、費用、参加者（引率者を含む。）等を所定の様式で届け、校長の許可を

受けるようにします。 

 

○ 部活動指導員（外部指導者含む）等と日常的に連携を図ります。 

 

 

 

 

 

 

○ 児童生徒のことで保護者に伝えておいたほうがよいことがある場合は、その日のうちに家庭に連

絡をとります。通常は電話や書面での連絡でもよいのですが、内容が複雑な場合や緊急を要する場

合は、家庭訪問をして直接話し合うことも大切です。 

 

○ 保護者は、自分の子供の学校での様子を知りたいものです。学年・学級通信を活用し、児童生徒

の努力している姿、成長している様子を積極的に発信しましょう。なお、学級通信等は、配布前に

指導教員や学年主任を通して、校長の決裁を受けるようにします。 

 

○ 児童生徒の提出物、動態の記録、諸届け、教育相談記録、金銭出納帳等の整理をします。 

 

○ 学習指導記録や研修日誌を整理します。 

 

○ 翌日の予定の確認と必要な準備をします。 

 

○ 金銭や諸表簿の取扱いがある場合は、次の点に気を付けます。 

・ 現金は教室に置かず、職員室の鍵の掛かる保管庫や金庫で管理すること。また、金銭の出納に

当たっては、領収書を確実に保管すること。 

・ 金庫保管の諸表簿や重要書類は、確実に金庫に返却すること。また、諸表簿は原則として持ち

帰らないこと。 

 

 

 

 

 

部活動（クラブ活動）では、児童生徒の自主性を尊重します 

一日の整理と翌日の準備をします 
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○ 自分の管理責任の範囲（教室・特別室等）の点検をして退校します。 

・ 火の始末 

・ 施錠 

・ 危険物の除去 

・ 忘れ物、落し物の保管 

 

 

10 その他 

 

 

 
○ 電話をかける場合は、事前に用件を整理します。（内容は簡潔に） 

 

○ 受話を受けた場合、学校名を伝えてあいさつをします。必要に応じて氏名を伝えます。 

 

○ 相手の所属、氏名等を正確に聞き取り、取次ぎの内容をメモします。 

 

○ 児童生徒に関する電話は、特に慎重に対応します。（対応日時、内容等の記録を取ります） 

 

○ 問合せに対して、児童生徒や教職員の個人情報を安易に伝えないよう気を付けます。 

 

○ 外部からの電話の中で、自校の職員についての話をする場合は、敬称や敬語を使いません。 

 

 

 

 

 

 

○ 毎日の勤務においては、社会人として、教育公務員として清潔感のある服装を心がけましょう。

また、場に応じた服装を心がけましょう 

・ 通勤のとき 

・ 教室での通常の授業のとき 

・ 身体活動を伴う授業や活動のとき 

・ 作業のとき 

・ 儀式的行事のとき 

・ 学校外での研修や行事に参加するとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

退校前に、自分の管理責任の範囲を点検します 

電話の対応は適切に行います 

場に応じた服装を心がけます 
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研 修 日 誌 様 式 
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研修日誌記入要領 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

【一般研修（ア）、授業研修（イ）】 
❶ 〇 学校について ③：「初任者氏名」について 

 ・「様式１」に入力した初任者Ａ～Ｅのいずれかを選択する。 

❷ 「研修項目」について 

・リストからの選択も、手入力も可能。基本的にはリストから選択をする。 

 ＜一般研修＞ 

・同一の研修項目を２回以上に分けて指導する場合は、リストから選択した上で、「□□□□(1)」

「□□□□(2)」のように括弧番号を付加入力する。 

 ＜授業研修＞ 

・研究授業についてはリストから選択後、(教科等)の箇所に教科等名を付加入力する。 

・中学校における「〇〇科の指導法」については、リストから選択後、〇〇の箇所に担当教科名を

入力する。 

❸ 「研修種別」について 

＜一般研修＞ 

・リストから口頭指導、観察指導、作業指導、作業点検のいずれかを選択する。 

＜授業研修＞ 

・リストから、観察、研究授業、示範授業、授業参観、作業、作業点検のいずれかを入力する。 

❹  「指導者名」について 

・リストからの選択も、手入力も可能。基本的にはリストから選択をする。 

・指導を受けた主な指導者の職名（校長・副校長・教頭・主幹教諭・指導教諭・教務主任・校内研

修担当者・生徒指導担当者・保健主事・拠点校指導教員・兼務校指導教員、教科指導員等）を入

力する。職名が記入できない場合には氏名を入力する。 

❺  「形態及び時数」について 

＜一般研修＞ 

・校内研修会又は、合同研修会のいずれかから実施した時数を選択入力する。 

＜授業研修＞ 

・実施した時数を選択入力する。 

❻ 「研修の内容・成果や課題」について 

 ・研修の内容及び成果や課題を簡潔に入力する。資料等は別にファイル等に綴じておく。 

❼ 「初任者感想」について 

 ・複数回の研修を総括して感想を記載する。 

❽ 「主な指導者の所見」について 

 ・すべての項目を記入した後、主たる指導者に提出する。主たる指導者は、所見を記入し、他の指

導教員及び同席したその他の指導者に回覧する。回覧後は校長に提出する。校長は、内容を確認

して、初任者に返却する。 

 ・兼務校においては指導の有無に関わらず、一般研修についても拠点校指導教員に回覧する。 

＜全日誌様式に係る注意＞ 
〇 初任者一人につき、一つの Excelファイルを作成し提出する。 

 ・様式は「若年教員研修年間指導計画書」「若年教員研修年間指導報告書」と同じファイルとなってい

る。「若年教員研修年間指導計画書：様式１（関係者一覧表）」は学校内で共通様式のため、「様式１」

を作成後、Excelファイルを校内初任者数分コピーを行い、「研修日誌１～３」のシートに日誌の入

力をすること。 

〇 セルに青、赤の色が塗られている箇所のみ入力をすること。 

 ・青～文字入力が必要なセル。 

 ・赤～リストからの選択が必要なセル。 

※入力内容により、リストからの選択及び文字入力共に可能になっているセルも一部あり。 
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【校外研修（Ａ）】 
❶ 〇 学校について ③：「初任者氏名」について 

 ・「様式１」に入力した初任者Ａ～Ｅのいずれかを選択する。 

❷ 「研修内容」について 

・研修の内容を簡潔に入力する。資料等は別にファイル等に綴じておく。 

❸ 「会場」について 

・研修を受講した会場名を入力する。 

・オンラインの場合は、「オンライン（在籍校）」と入力する。 

 ※教育事務所における授業研修が全２回の場合は、３回目の欄は空欄とする。 

❹  「時間」について 

 ・リストから、午前・午後・終日のいずれかを選択すること。 

❺ 「感想」 

・研修の内容を簡潔に入力する。 

 ・兼務校においては、拠点校指導教員も回覧すること。 

 

  



研修種別
校内 合同

月 日

初任者感想 主な指導者の所見

日月

校　長その他の指導者

月

兼務校指導教員

月 日

校内 合同

指導者名
形態及び時数

回 月

校内 合同

3

回

日 研　修　項　目 研修種別 指導者名

研修の内容
成果や課題

月 日 研　修　項　目 研修種別

校内 合同

2

回 月 日 研　修　項　目 研修種別 指導者名
形態及び時数

学　校　名 校長氏名 初任者氏名

① ②

〇〇市立〇〇中学校 ●●　●●

１　一般研修（ア）-1

形態及び時数

5

回 月 日 研　修　項　目

拠点校・兼務校 0

令和８年度若年教員研修１年目（初任者研修）研修日誌

〇　学校について

③

研修の内容
成果や課題

校内 合同

1

回 月 日 研　修　項　目 研修種別 指導者名

#N/A

研修の内容
成果や課題

研修の内容
成果や課題

研修の内容
成果や課題

形態及び時数

4

指導者名
形態及び時数

日

拠点校指導教員

研修日誌１

⑤

兼務校指導教員

◆◆　◆◆

④

拠点校指導教員

□□　□□
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拠点校指導教員 兼務校指導教員 その他の指導者 校　長

校内 合同

10

研修の内容
成果や課題

月 日日 月 日月 日 月

初任者感想 主な指導者の所見

指導者名
形態及び時数

研修の内容
成果や課題

指導者名
形態及び時数

9

回 月 日 研　修　項　目

回 月 日 研　修　項　目 研修種別

指導者名
形態及び時数

研修の内容
成果や課題

校内 合同
研修種別

8

回 月 日 研　修　項　目
校内 合同

研修種別

7

校内 合同
研修種別 指導者名

形態及び時数
回 月 日 研　修　項　目

〇〇市立〇〇中学校 ●●　●● 0 #N/A

校内 合同

6

研修種別 指導者名
形態及び時数

研修日誌１ 拠点校・兼務校 0

令和８年度若年教員研修１年目（初任者研修）研修日誌

〇　学校について

① ② ③

回 月 日 研　修　項　目

学　校　名 校長氏名 初任者氏名

１　一般研修（ア）-2

研修の内容
成果や課題

研修の内容
成果や課題

④ ⑤

拠点校指導教員 兼務校指導教員

□□　□□ ◆◆　◆◆
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小学校拠点校・兼務校

〇　学校について

0

1

(1)

２　授業研修（イ）-1

回 研修項目 月日 研修種別 指導者名 時数

兼務校指導教員

◆◆　◆◆

④

拠点校指導教員

□□　□□

研修内容・成果・課題

校長氏名 初任者氏名

〇〇市立〇〇中学校

月日 指導者名 時数

(3)

3

(1)

(3)

4

(1)

●●　●● #N/A

令和８年度若年教員研修１年目（初任者研修）研修日誌

① ② ③ ⑤

(3)

(2)

学　校　名

(2)

指導者名 時数 研修内容・成果・課題

2

(1)

回 研修項目 月日 研修種別

研修内容・成果・課題

回 研修項目 研修種別 研修内容・成果・課題

回 研修項目 月日 研修種別 指導者名 時数

(3)

(2)

時数 研修内容・成果・課題

5

(1)

回 研修項目 月日 研修種別 指導者名

(2)

(3)

初任者感想

(2)

主な指導者の所見

拠点校指導教員 兼務校指導教員 その他の指導者 校　長

月 日日 月 日月 日 月

研修日誌２
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回 研修項目

③ ④

〇〇市立〇〇中学校 ●●　●● 0 #N/A □□　□□

研修日誌２

⑤

学　校　名 校長氏名 初任者氏名 拠点校指導教員 兼務校指導教員

拠点校・兼務校 0

令和８年度若年教員研修１年目（初任者研修）研修日誌
〇　学校について

①

◆◆　◆◆

２　授業研修（イ）-2

(3)

②

(2)

時数 研修内容・成果・課題

6

(1)

月日 研修種別 指導者名

(2)

指導者名 時数 研修内容・成果・課題

7

(1)

回 研修項目 月日 研修種別

研修内容・成果・課題

8

(1)

回 研修項目 月日 研修種別 指導者名 時数

(3)

回 研修項目 月日

(2)

(3)

(2)

研修種別 指導者名 時数 研修内容・成果・課題

9

(1)

指導者名 時数 研修内容・成果・課題

10

(1)

回 研修項目 月日 研修種別

(3)

初任者感想 主な指導者の所見

拠点校指導教員 兼務校指導教員 その他の指導者 校　長

(3)

(2)

月 日日 月 日月 日 月
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学　校　名 校長氏名 初任者氏名 拠点校指導教員 兼務校指導教員

拠点校・兼務校 0

令和８年度若年教員研修１年目（初任者研修）研修日誌

〇　学校について

① ② ③ ④ ⑤

研修日誌３

◆◆　◆◆

〇　校外研修（Ａ）

〇〇市立〇〇中学校 ●●　●● #N/A □□　□□

会場 時間

県教育センター
における研修

3

会場 時間

県教育センター
における研修

1

回 月 日 研　修　内　容
拠点校
指導教員

月 日
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研修日誌３ 拠点校・兼務校 0

令和８年度若年教員研修１年目（初任者研修）研修日誌

〇　学校について

① ② ③ ④ ⑤

〇　校長所見

学　校　名 校長氏名 初任者氏名 拠点校指導教員 兼務校指導教員

〇〇市立〇〇中学校 ●●　●● 0 #N/A □□　□□ ◆◆　◆◆

〇　1年間を終えて

※このテキストボックスを御活用ください。

※このテキストボックスを御活用ください。

-26-



参考資料 

 

- 27 - 

 

  
 
 
 

このチェックリストに自己の成長や課題を視覚化し、今後の教育実践の振り返りや改善に生かしましょう。 

（※必要に応じて活用してください） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １学期（前期） ２学期（後期） 

困っていること・ 

今後取り組みたい

こと 

  

 

評価

項目  
自己評価の観点  

１学期（前期）  ２学期（後期）  

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ  Ｂ  Ｃ Ｄ 

児
童
生
徒
理
解
・
学
級
経
営 

 ①児童生徒理解に努め、分け隔てなく対応している。  
        

 ②学級内の望ましい人間関係づくりを進めている。  
        

 ③いじめ、不登校などについて、組織的に対応している。 
        

 ④特別な支援を必要とする児童生徒への理解と指導に
取り組んでいる。  

        

 ⑤基本的な生活習慣や学級集団としてのルールを身に  
付けるよう指導している。  

        

 ⑥教室の掲示物や作品を丁寧に掲示・展示している。  
        

学

習

指

導  

 ①学習規律や支持的風土を大切にし、全員が意欲的に  
学習に参加する雰囲気をつくっている。  

        

 ②めあてとまとめを明確にした授業をしている。  
        

 ③指導の流れや要点が分かりやすい板書となるよう  
工夫している。  

        

 ④全ての児童生徒に意図が伝わるように発問  
を工夫している。  

        

 ⑤個に応じた指導を重視し、児童生徒の活躍の場を与え  
て適切に評価している。  

        

 ⑥授業の中で、仲間と共に学び合う場面を効果的に位置  
付けている。   

        

校
務
処
理 

 ①責任を持って、担当する校務を遂行している。          

 ②諸帳簿の記載、文書の管理など、適切な事務処理を  
している。  

        

 ③公の金銭の取扱いを正確に行い、備品や消耗品を適切  
に取り扱っている。  

        

 ④各種提出物の期限を守っている。          

 

 ①服務規律を遵守している。          

 ②保護者等の意見や要望に誠実に対応している。          

 ③学校における緊急時の対応を理解している。          

 ④自身の健康管理に努めている。          

〔記号の意味〕Ａ：十分できている  Ｂ：できている  Ｃ：あまりできていない  Ｄ：全然できていない 

【自己評価チェックリストの使い方】 

１ 各評価項目の「自己評価の観点」を見て、目指す教師像を確認しましょう。 

２ １学期（前期）に本チェックリストを使って１回目の自己評価を行いましょう。 

３ ２学期（後期）に本チェックリストを使って２回目の自己評価を行い、自己の変容を確認しましょう。 

若年教員研修１年目（初任者研修）＜自己評価チェックリスト＞  

 

服
務
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